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はじめに

帰化アサガオ類は各地のダイズ畑や
その周辺で繁茂し，大きな問題となっ
ている強害雑草である。筆者らのグ
ループはこれらを効果的に防除するた
め，基礎から応用までの試験研究を
行ってきた。その一つが「帰化アサガ
オ類 4 種の生育・着蕾・種子生産に
及ぼす日長の影響」のタイトルで日本
雑草学会が発行する和文誌「雑草研究」
に掲載された（澁谷・中谷　2020）。
ここではその掲載内容を解説するとと
もに日長反応性という基礎的知見が効
果的な防除にどのようにつながるのか
について述べたい。なお，「雑草研究」
は web 公開されているので，興味を
持たれた方はご一読いただきたい。

1. 植物の生育等に及ぼす
日長の影響の調査方法

まず，日長反応性について説明する。
日長は，植物の生長過程において栄養
生長から生殖生長へ生育ステージを変
換する重要な環境要因の一つである
が，その反応性によって，大きく短日
植物，長日植物，中性植物の 3 つの
グループに分けられる。短日植物は一
定の日長より短い日長条件下で，長日
植物は一定の日長より長い日長条件下
で花芽形成が起き，中性植物は日長に
関係なく花芽形成が起こる。短日植物
と長日植物は，一定の日長を境に花芽
形成が起こらない限界日長を持つ質的

な反応を示すもののほか，限界日長は
持たずに生育が進むと最終的には花芽
形成が起こる量的な反応を示すものが
あり，一定の日長を境に花芽形成が著
しく促進あるいは抑制される日長を最
適日長限界という。また，植物は日長
に反応できるようになるためには最低
限の栄養生長が必要で，それを基本栄
養生長相といい，その後に日長に反応
する感光相に入る。なお，花芽形成は
顕微鏡下で植物を分解して観察する必
要があるので，多くは着蕾や出穂を観
察することで日長反応性を調査する。

日長が雑草の種子生産等に及ぼす影
響調査は主要な畑雑草や水田雑草で
行われている（中谷・草薙 1991a; 中
谷・草薙 1991b; 汪ら 1996; 小荒井
ら　2014）。調査方法としては人工気
象室での日長制御試験や異なる出芽時
期の個体の開花時期調査などがある。
アサガオは短日植物であることが知ら
れているが，本試験では我が国で問題
になっている 4 種の帰化アサガオ類
について，その生育や着蕾・種子生産
に及ぼす日長の影響を調査するため，
太陽光を併用した人工気象室にて以下
の条件で行った。

日長条件は補光あるいは遮光するこ
とで 16 時間，13 時間，10 時間の 3
条件の日長を作り，その中で帰化アサ
ガオ類（マルバアメリカアサガオ，マ
メアサガオ，ホシアサガオ，マルバル
コウ）をポットに播種して 90 日間栽
培した。気温はいずれの日長条件で
も 25℃一定とし，気温の影響を排除
した。着蕾日，開花日，着蕾日の葉齢

を観察し，結実した場合は完熟種子を
適宜採種した。試験最終日につるの長
さと茎葉の乾物重，種子の数と生体重
を測定した。なお，夏至の日長は，関
東地域では約 14 時間 30 分であるが，
北海道などでは 15 時間を超える地域
もあることから，本試験では質的な日
長反応性を調査するために 16 時間日
長を設定した。また，関東地域で 13
時間日長になるのは 4 月中旬および 8
月下旬，10 時間日長以下になるのは
11 月下旬～ 1 月中旬である。

2. 着蕾・開花に及ぼす日長
の影響

本試験の結果，16 時間日長下では
4 種ともに着蕾までの期間は著しく長
く，マルバアメリカアサガオは試験期
間中にまったく着蕾しなかった。他の
3 種は播種から 76 ～ 78 日後に，着
蕾が認められた。ただし，マメアサガ
オは着蕾しない個体の方が多かった。　

一方，13 時間日長下および 10 時
間日長下では，4 種ともに着蕾と開花
および結実が認められた。マルバアメ
リカアサガオとマメアサガオは 13 時
間日長下および 10 時間日長下では着
蕾までの日数が 17 ～ 19 日，着蕾時
の本葉数が 3 ～ 2 葉でほとんど差が
なかった。ホシアサガオとマルバルコ
ウは 13 時間日長下では，着蕾までの
日数と着蕾時の本葉数がそれぞれ 35
日と 10 葉，24 日と 7 葉で，マルバ
アメリカアサガオとマメアサガオより
も遅く，10 時間日長下では，それぞ

帰化アサガオ類の生育・着蕾・種子
生産に及ぼす日長の影響解明を効果
的な防除につなげる
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れ，20日と 3葉，21日と 4葉となり，
13時間日長下の場合よりも短縮した。
また，着蕾から開花までの期間は 4種
ともに約 2週間であった（図 -1）。
これらのことから，4種ともに短日
植物であり，マルバアメリカアサガオ
は質的短日性，他の 3種は量的短日
性と考えられ，マメアサガオは 13 時
間日長および 10 時間日長下での反応
から，マルバアメリカアサガオに近い
特性を持つと判断された。日長反応性
の強さの指標として使われる感光相
の長さによると今回供試した 4種は，
マルバアメリカアサガオとマメアサガ
オ，ホシアサガオとマルバルコウの 2
つのグループに分けられ，前者の方が
より感光性が強いと考えられた。また，
4種はいずれも 10 時間日長下では本
葉数 3前後で着蕾し，基本栄養生長
相は非常に短いと判断された。

3．種子生産と生育に及ぼす
日長の影響

次に種子生産と生育に対する日長の
影響について考えてみたい。日長が短
い条件では光合成ができる時間が短く

なるため，必然的に生育量は小さくな
る。また，光合成産物をどの器官に配
分するかという分配特性を考えること
は雑草の生存戦略を知る上でも重要で
ある。
4 種ともに 13 時間日長下と 10 時
間日長下で種子が生産され，生産数は
13 時間日長下の方が多く，また，い
ずれの日長条件下でもマルバアメリカ
アサガオとマメアサガオの方がホシア
サガオとマルバルコウよりも少なかっ
た（図 -2）。これは，マルバアメリカ
アサガオとマメアサガオの種の特性と
して 1粒の種子が大きいためと考え
られた。
マルバアメリカアサガオとマメアサ
ガオは，10 時間日長下では，茎葉乾
物重に対して種子の生体重の比率が著
しく大きかったことから，種子生産に
特化していると考えられたが，13 時
間日長下では，茎葉乾物重あたりの総
つる長が大きく，つるを伸ばしながら
種子を生産していると考えられた（図
-3）。一方，ホシアサガオは，茎葉乾
物重あたりの総つる長は 3つの日長
条件下でもほぼ同じであり，マルバル
コウは日長が短い条件下の方が長かっ

た（図 -3）。マルバルコウは 3種の中
でも種子が一番小さいが，10 時間日
長下でもつるを伸ばしながら種子を多
く生産する特性を持っていると考えら
れた。

4．日長の影響解明からわ
かる種子生産を阻止する防
除時期
これらの結果から野外での帰化アサ
ガオ類の動態や効果的な防除時期を考
えてみたい。
関東地域のダイズ栽培は 6月中旬
頃から播種が始まり，圃場内では帰化
アサガオ類はそれ以降に出芽すると考
えられるが，圃場周辺では 4月上旬
頃からだらだらと発生している。本試
験の結果から，供試した 4種の帰化
アサガオ類は，基本栄養量に達してい
れば，限界日長あるいは最適日長限界
より短い日長条件で着蕾が促進される
と考えられた。多くの場合，帰化ア
サガオ類は 8月下旬～ 9月上旬に開
花すると言われていること，野外で 6
月下旬に播種したマルバアメリカアサ
ガオとマルバルコウが 8月上旬に着
蕾したこと（澁谷ら　2007）や 5 月

図 -1　開花したマルバアメリカアサガオ
　　　　　　　　　　（10 時間日長下，播種 19 日後に着蕾し，その後
　　　　　　　　　　  2 週間で開花）
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図 -2　異なる日長条件下での帰化アサガオ類の種子生産数
　　　　　（澁谷・中谷　2020 より作図）
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下旬から 7 月下旬に播種した帰化ア
サガオ類が 8 月上旬から 9 月中旬に
開花したこと（澁谷ら　2010）と本
試験の結果を合わせると，帰化アサガ
オ類の限界日長あるいは最適日長限界
は 13 時間から 14 時間の間にあるこ
とが示唆された。さらに，本試験で帰
化アサガオ類の基本栄養生長は非常に
小さいこと，13 時間日長よりも短い
日長では速やかに着蕾することが明ら
かとなったが，実際，水稲収穫後に
出芽したとみられるマメアサガオの開
花が 10 月中旬に観察されている（図
-4）。また，本試験の結果から 4 月頃
にも着蕾が促進される時期があること
が推定されたとおり，野外で 4 月中旬
に播種した帰化アサガオ類が 6 月中
下旬に開花すること（澁谷ら　2010）
や麦の収穫時にマルバルコウが小さい
ながらも開花している様子が観察され
ている（図 -5）。

以上のように本試験で得られた基礎
的な知見を踏まえて，野外観察や播種
時期を変えた試験を実施することによ
り，見逃しやすい雑草の生態を把握す
ることができ，種子生産を阻止する効
果的な防除時期が明らかになる。この

ような取り組みは我が国での生態が不
明な外来の雑草の分布可能域の推定や
分布拡大阻止にも役立つと考えられる。

耕地での雑草防除は，雑草の種子生
産を阻止するとともに他所から伝播を
阻止するという予防的な面と作物生産
への雑草害を回避する対処療法的な面
がある（伊藤 1993）。帰化アサガオ
類はつるで作物に絡みつくので雑草害
も大きく，種子は硬実で休眠性を持つ
ことから，土壌処理型除草剤が効きに
くい。このため，ダイズ畑での防除
は困難で各種の茎葉処理型除草剤や機
械除草を組み合わせた防除法が開発さ
れているが，コストも手間もかかる
上，防除タイミングも難しい（農研
機構　2021; 浅見ら　2021a; 浅見ら　
2021b）。このため，予防的な管理が
重要になる。帰化アサガオ類は圃場周
辺から圃場に侵入する様子や水稲刈り
後や麦畑での開花も観察されているこ
とから，これらの場所では徹底的に防
除を行い，種子生産を阻止する必要が
ある。8 月頃までに大きく生育したも
のはもちろん，春先や初秋に出芽して
すぐに種子生産をする小さい個体も見
落とさないようにしなければならない。

現在のところ，関東地域では圃場周辺
での種子生産を阻止するには少なくと
も 6 月，8 月，9 月の防除が欠かせな
いと考えられる（農研機構 2011）。

5. 地球温暖化による影響

最後に地球温暖化が及ぼす影響に
ついて少しふれたい。植調第 55 巻第
1 号で特集されているように地球温暖
化が雑草の生育や動態に及ぼす影響は
大きい。帰化アサガオ類も気温上昇に
よって葉齢進展が早まって除草剤の効
果が低下したり，作物に絡みつくこと
による直接的な雑草害が増大したり，
栄養生長の増大に伴って種子生産が増
加するとともに種子生産期間が長く
なって種子生産を阻止する効果的な防
除時期も変わることが予想される。作
物や雑草の葉齢進展を有効積算温度で
推定することで適期に防除する取り組
みも行われている（森田 2021; 浅見
ら 2021a）。今後，帰化アサガオ類を
はじめとする難防除雑草について，生
育と種子生産にかかわる日長反応性と
有効積算温度による葉齢進展推定およ
び除草剤が有効な葉齢晩限などを組み
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図 -3　異なる日長条件下での帰化アサガオ類のつるの伸長
　　　　　　 （澁谷・中谷　2020 より作図）

図 -4　水稲刈り後のマメアサガオ（2008 年 10 月 19 日）
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試験の結果を合わせると，帰化アサガ
オ類の限界日長あるいは最適日長限界
は 13 時間から 14 時間の間にあるこ
とが示唆された。さらに，本試験で帰
化アサガオ類の基本栄養生長は非常に
小さいこと，13 時間日長よりも短い
日長では速やかに着蕾することが明ら
かとなったが，実際，水稲収穫後に
出芽したとみられるマメアサガオの開
花が 10 月中旬に観察されている（図
-4）。また，本試験の結果から 4 月頃
にも着蕾が促進される時期があること
が推定されたとおり，野外で 4 月中旬
に播種した帰化アサガオ類が 6 月中
下旬に開花すること（澁谷ら　2010）
や麦の収穫時にマルバルコウが小さい
ながらも開花している様子が観察され
ている（図 -5）。

以上のように本試験で得られた基礎
的な知見を踏まえて，野外観察や播種
時期を変えた試験を実施することによ
り，見逃しやすい雑草の生態を把握す
ることができ，種子生産を阻止する効
果的な防除時期が明らかになる。この

ような取り組みは我が国での生態が不
明な外来の雑草の分布可能域の推定や
分布拡大阻止にも役立つと考えられる。

耕地での雑草防除は，雑草の種子生
産を阻止するとともに他所から伝播を
阻止するという予防的な面と作物生産
への雑草害を回避する対処療法的な面
がある（伊藤 1993）。帰化アサガオ
類はつるで作物に絡みつくので雑草害
も大きく，種子は硬実で休眠性を持つ
ことから，土壌処理型除草剤が効きに
くい。このため，ダイズ畑での防除
は困難で各種の茎葉処理型除草剤や機
械除草を組み合わせた防除法が開発さ
れているが，コストも手間もかかる
上，防除タイミングも難しい（農研
機構　2021; 浅見ら　2021a; 浅見ら　
2021b）。このため，予防的な管理が
重要になる。帰化アサガオ類は圃場周
辺から圃場に侵入する様子や水稲刈り
後や麦畑での開花も観察されているこ
とから，これらの場所では徹底的に防
除を行い，種子生産を阻止する必要が
ある。8 月頃までに大きく生育したも
のはもちろん，春先や初秋に出芽して
すぐに種子生産をする小さい個体も見
落とさないようにしなければならない。

現在のところ，関東地域では圃場周辺
での種子生産を阻止するには少なくと
も 6 月，8 月，9 月の防除が欠かせな
いと考えられる（農研機構 2011）。

5. 地球温暖化による影響

最後に地球温暖化が及ぼす影響に
ついて少しふれたい。植調第 55 巻第
1 号で特集されているように地球温暖
化が雑草の生育や動態に及ぼす影響は
大きい。帰化アサガオ類も気温上昇に
よって葉齢進展が早まって除草剤の効
果が低下したり，作物に絡みつくこと
による直接的な雑草害が増大したり，
栄養生長の増大に伴って種子生産が増
加するとともに種子生産期間が長く
なって種子生産を阻止する効果的な防
除時期も変わることが予想される。作
物や雑草の葉齢進展を有効積算温度で
推定することで適期に防除する取り組
みも行われている（森田 2021; 浅見
ら 2021a）。今後，帰化アサガオ類を
はじめとする難防除雑草について，生
育と種子生産にかかわる日長反応性と
有効積算温度による葉齢進展推定およ
び除草剤が有効な葉齢晩限などを組み
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図 -3　異なる日長条件下での帰化アサガオ類のつるの伸長
　　　　　　 （澁谷・中谷　2020 より作図）

図 -4　水稲刈り後のマメアサガオ（2008 年 10 月 19 日）

澁谷：帰化アサガオ類の生育・着蕾・種子生産に及ぼす日長の影響解明を効果的な防除につなげる　5

合わせることで，温暖化にも対応でき
る効果的な防除時期の推定や防除法が
開発され，分布拡大と被害が防止でき
るようになることを期待している。
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図 -5　麦収穫時のマルバルコウ（2012年 6月 21日）

　　　

タデ科イヌタデ属の一年草，時に多年草。全国の畦や休耕田，
河川敷や水路の水辺など湿った所に生育する。茎は直立し，無
毛，高さ 30~80cm。3~10cm のヤナギのような葉をつけるの
でこの名がある。

イヌタデ属は日本に 20 種余りありすべて草本で，それらを
分類するには花序，葉の形，托葉鞘の形状などを観察すること
になるが，ヤナギタデだけはすぐにわかる。葉の先をちぎって
噛んでみればいい。数秒の青臭い味の後，ピリリッとした辛さ
で舌先が痺れ思わず吐き出してしまう。ヤナギタデの辛み成分
タデオナールの仕業である。一説には「蓼」という名前は，こ
の舌先がただれるように辛いことから「ただれ」が「たで」に
なって名付けられたのだという。

「蓼食う虫も好き好き」という諺があるが，その「蓼」がヤ
ナギタデである。あんなに辛いヤナギタデでもその蓼を食べる
虫（例えばホタルハムシなど）がいるように人の好みは様々だ，
という喩えに使われるのだが，そもそも人の好みは様々で，そ
の辛さを生かした「蓼酢」という調味料がある。ヤナギタデの

葉を擦りつぶして酢でのばしたものであるが，なんでも鮎の塩
焼きには欠かせないものらしく，食通で知られる北大路魯山人
は「鮎を食う」の中で，「食べるにははらわたを抜かないで、
塩焼きにし、蓼酢によるのが一番味が完全で、しかも、香気を
失わないでよい。」という。

さらに言えば，ヤナギタデの栽培品種であるベニタデ，ホソ
バタデ，アオタデなど，辛み成分の多寡はあるが，ベニタデや
ホソバタデは白身の魚に，アオタデはその青みを生かして赤身
の魚にと，それらの芽蓼を刺身のツマとして特徴を生かして
使ってきている。

日本在来で，少なくとも万葉の時代から知られ，利用もされ
ていた。万葉集巻 11 に「吾が宿の穂

ほたでふるから

蓼古幹摘み生
おほ

し・・」と
あるとおり，すでに自分の家で「蓼」を栽培していたことが想
像される。ここで栽培されていた「蓼」は，すなわちヤナギタ
デであったはずである。

以来，繊細な日本のハーブとしてのヤナギタデを「蓼食う虫」
である「人」は連綿として利用してきたのである。

（公財）日本植物調節剤研究協会
兵庫試験地　須藤　健一柳蓼（ヤナギタデ）田畑の草
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